
 

 

 

明けましておめでとうございます。３学期がスタートしました。新型コロナウイルス（変異株）が感染症拡大の様

相を見ながらも、子どもたちにとって新しい年が、もっと伸び伸びと活動できるよう願っております。  

３学期は、各学年のまとめの学期でもあります。昨年同様、様々な活動が制限される状況ではありますが、全職員

で子どもたちの教育に対し、力を尽くしていきたいと考えております。  

また、そのためには、保護者や地域の皆様のお力が欠かせません。どうぞ長倉小学校の教育活動に対して、変わら

ぬ御支援・御協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

                                           校長 窪田 和彦 

 

 毎年1月17日が近づくと２７年前のあの日を思い出します。私は当時30歳、中学校に勤めていました。まだ寝てい

る時間でした・・・。 

大自然の脅威を前に、人間は様々な教訓を得ます。だからこそ、この地球上でこんなにも長く生き延びてこられたのでし

ょう。２７年前の大震災から得た大変に大きな痛みを伴う教訓。のど元過ぎて熱さを忘れてはいけないものだとつくづく思

います。 

１９９５年、平成７年。お正月気分がようやく抜け始めたものの、新年の気配が残る1月17日。午前5時46分。震

度6を超える地震が神戸を中心とした関西地方を襲いました。後に阪神淡路大震災と名付けられた大地震です。私たちは

遠く離れた関東にいて、テレビに映し出される高速道路やビルが無残に倒れた姿を、息をのんで見つめた覚えがあります。 

その日、神戸市灘区に住んでいた中学三年生の一人の女の子は、間近に迫った高校受験のために早起きをして、こたつに

入り受験勉強を始めたところ、突然襲ってきた激しい揺れのために倒壊した家の下敷きになってしまいました。神戸市灘区

と言えば、被害が非常に大きかった地域の１つです。 

まだ1月17日の早朝ですから、あたりは真っ暗でとても寒い日でした。お父さんが｢大丈夫か｣と家族みんなに声をか

けたところ、暗闇の中から｢子どもたちをよろしく頼みます｣というお母さんの弱々しい声が聞こえてきました。｢寒いよ｣と

言う妹の声も聞こえてきます。その中でたった一人、中学三年生のお姉さんの声だけは聞こえてきませんでした。 

そして、地震発生から数時間後、お父さんとお母さん、それに妹さんは近所の人たちの力で助け出されました。午後2

時過ぎ、お姉さんがようやく助け出されたとき、彼女は遺体となってがれきの中から姿を現したのでした。運び出された彼

女の身体をお父さんが抱きかかえると、まだ温かく、ボールペンを持った指先だけが冷たかったそうです。レスキュー隊員

がペンを指先から外しても、指先はなお、ペンを握ろうとしているかのようだったと、死を報道した当時の新聞には書かれ

てありました。まさに胸のつまる思いがします。寒い中、起き出してきて自分の夢のために、受験勉強を始めた矢先、命を

おとしてしまった彼女の悲しみはいかばかりだったでしょうか。 

この地震では6，400人を超える多くの方々が命を落とされました。私たちは幸いなことに生きています。考えてみれ

ば本当に幸いなことなんだと思います。 

｢幸い｣を当たり前と考えて、贅沢やわがままをすぐに口に出してしまう自分を、反省しなくてはいけないなと思います。 

私たちは、6,400人の方々のもっと生きていたかったと思い、その一人一人にあったであろう一日一日の重みに気づか

されます。 

『あなたが無駄に過ごした今日一日は、昨日無くなった方が痛切に生きたいと願った一日なのです。』という言葉を、あ

るコラムで目にしたことがあります。 

一日一日を大切にすることが、自分を大切にすること。自分を大切にすることが、友だちや周りの人を大切にすることに

つながっていくのです。きらっと輝く一日を積み重ねていきましょう。 
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生活目標 「時間を守ります」 
 

日 曜 行 事 ・ 会  議  等 

１ ○土 元日 

２ ㊐  

３ 月  

４ 火          冬季休業日 

５ 水  

６ 木  

７ 金  

８ ㊏  

９ ㊐ 
 

10 ○月 成人の日 

11 火 
第３学期始業式・登校指導 安全点検日 

1:35下校 スマホの日  

12 水 
給食開始日 委員会 3・4年14：40下校 

5・6年15：45下校   

13 木 
発育測定全学年  

アフタースクール3～5年 

14 金 アフタースクール3～5年 

15 ○土  

16 ㊐  

17 月 月曜短縮日課・（食育）おむすび給食 

18 火 給食委員会発表 

19 水 
避難訓練ショート（清掃時） クラブ 

手をつなぐ子らの作品展（～25日） 

20 木 たてわり活動 アフタースクール3～5年 

21 金 アフタースクール3～5年 

22 ㊏  

23 ㊐  

24 月 月曜短縮日課  

25 火  

26 水 クラブ 子ども議会（6年髙澤さん） 

27 木 アフタースクール3～5年 

28 金 お話会(6年)アフタースクール3～5年 

29 ㊏  

30 ㊐  

31 月 月曜短縮日課  

★学校の様子 

全学年 大掃除（１２月２３日） 

                新年にむけて大掃除を

しました。              

                普段できない場所を丁

寧に水ぶきをしました。 

                放課後、先生方がワッ

クスをかけました。 

 

 

新たな気持ちで、新年を迎えることができました。        

＜第４３回幸手市手をつなぐ子らの作品展＞ 

 

令和４年１月１９日（水）～１月２５日（火） 

午前９時～午後５時（最終日は３時３０分終了） 

ウェルス幸手にひまわり学級の子供たちの作品が展示し

てあります。 

 

 

 

幸手地区更生保護女性会、地域の久我芙美様、 

豊田和子様から本をいただきました。大切に使わせてい

ただきます。 

＜西中学校区地域学校保健委員会の開催＞ 

令和３年１２月２１日（火） 

西中学校、上高野小学校、行幸小学校、長倉小学校の

４校の学校保健委員会のメンバーが集まり、児童・生徒

の健康について協議をしましました。 

 下のグラフは西中学校区の児童・生徒を対象にしたア

ンケートの「１日のテレビやゲーム、ユーチューブを見

る時間は、およそ何時間ですか（土・日曜日は除く）」

の結果です。 

 この結果から、児童・生徒の睡眠時間にスマホやゲー

ム等の使用時間が大きな影響を与えていることが分かり

ました。そこで、西中学校区地域学校保健委員会では、

４校の児童生徒が共通して行動できるよう幸手市西中校

区「スマホ・ゲーム」私たちの行動宣言を出しました。

この学校だよりの裏面に掲載してあります。 

 保護者の皆様には、ぜひこの機会にご家庭でのスマ

ホ・ゲームについての約束を確認していただき、子供た

ちが金銭やいじめ等のトラブルに巻き込まれないようお

願いします。今後も西中学校区の児童・生徒が同一歩調

ですすめるようご協力をお願いします。 
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